
 
 資料３－２ 

平成２１年度 試験施工の実施について（案） 

１．検証項目とスケジュール 

・平成 20 年度は、既に実用化・商品化している①～③の技術を比較的大規模な工事で実施 

・平成 21 年度以降は、①～③の技術を中小規模の工事で実施、さらに④～⑦技術の検証などを

実施 
 
 
①マシンコントロール・マシンガイダンス技術   
②ＴＳ・ＧＰＳによる締固め管理技術     Ｈ２０   Ｈ２１～  
③ＴＳによる出来形管理技術         （大規模工事）（中小規模工事での実施）  

       
④マシンガイダンス技術（バックホウ）           
⑤加速度応答による締め固め管理技術             
⑥盛土の巻き出し厚さ管理技術 
⑦ＴＳによる舗装工の出来形管理技術 

 

 

２．試験施工を実施する工事（工種）と情報化施工技術 

表１①～⑦の技術の作業のウエイトが高い工種である「道路土工」、「河川土工」および「舗装工」

を含む工事が試験施工の対象とする。 

表１ 試験施工を実施する工事（工種）と導入技術内容（案） 

 

技 術 名 要領 

(案) 
作業内容 

使用する 

建設機械 

河川土工

(築堤・

掘削工)

道路土工

(路体･路

床・掘削

工) 

路盤工 
ｱｽﾌｧﾙﾄ 

鋪装 

監督検査

方法 

① 
マシンコントロール／

マシンガイダンス技術 
－ 

巻き出し 

敷き均し 

ブルドーザ

グレーダ 
○ ○ ○ － 対象外 

② 
ＴＳ・ＧＰＳによる 

締固め管理技術 
※１ 締固め ローラ ○ ○ － － 

③ 
ＴＳによる出来形管理

技術 
※２ 出来形計測 （ＴＳ） ○ ○ － － 

施工管理

要領（案）

に基づき

実施 

④ 
マシンガイダンス技術 

※３ 
※２ 

掘削・成形

出来形計測

バックホウ

（ＴＳ） 
○ ○ － － 

 

⑤ 
加速度応答による締め

固め管理技術※４ 
未 締固め ローラ ○ ○ ○ ○ 

⑥ 
盛土の巻き出し厚さ管

理技術 
未 出来形計測 ブルドーザ ○ ○ － － 

⑦ 
ＴＳによる舗装工の出

来形管理技術 
未 出来形計測 （ＴＳ） － － ○ ○ 

従
来
の
方
法
に
よ
る 

（
比
較
検
証
を
実
施
）

 

※１：ＴＳ・ＧＰＳを用いた盛土の締固め情報化施工管理要領（案） 
※２：施工データを搭載したＴＳによる出来形管理要領（案） 
※３：バックホウ掘削工における情報化施工要領（試行案）に基づき実施する。 
※４：路盤工、舗装工については、②の技術の適用性も検証する。 
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３．調査内容 

（１）アンケート調査【請負業者及び監督検査職員】 

  ・情報化施工を導入した場合の課題及びメリットの調査 

  ・情報化施工管理要領（案）を用いて監督・検査を実施した場合の課題抽出 

  ・情報化施工技術導入による監督検査業務の改善点を調査 

                     

 （２）詳細調査【請負業者】 

   ・工事規模、使用機器、準備時間、作業時間などの実態調査 

   ・情報化施工で使用した設計データ、施工管理データ等の収集 

   ・マシンコントロール技術で施工した路盤完成後の仕上がり高さ調査 

   ・新たな施工管理手法（管理要領、監督検査）の作成、確立に向けたデータ収集 

 

４．試験施工を通じた情報発信 

情報化施工に対する理解の促進を図るため、発注者・施工者を対象とした見学会を現場状況に応

じて開催し、情報発信を行う。 

 

５．平成２１年度の試験施工対象工事 

平成２１年７月時点の試験施工対象工種・技術一覧を表２に示す。 

 



表２ 平成21年度試験施工対象工種・技術一覧（H21.7月末時点）

河川土工 道路土工 舗装工
（路盤工）

構造物 ダム 計画中 計
（含計画中）

（４６）

７９

（１２５）

４０

（５３）

２７

（５８）

３２

（４８）

３

（６）

０

（１）

１

（１）

４

（８）

１５

（１６）

１２２

（１９１）

（１３）

（３１）

（１６）

（３）

（１）

（０）

（４）

（１）

（６９）

８

０

１

２

１

０

０

０

その他（ICタグ、ｱｽﾌｧﾙﾄ
舗装温度他）

２ ０ ４ ８ １ ３

１２

平成２０年度

（参 考）

⑦ＴＳによる路盤工の出来
形管理技術

０ ０ ４ ０ ０

実施工種

工事件数

技 術 名
２１ １９ ２８ ３ ３９

①マシンコントロール

/マシンガイダンス技術
８ ７ ２４ １ １０

③ＴＳによる出来形管理技
術

１２ １０ ８ ０ １８

④マシンガイダンス技術
（バックホウ）

０ ２ ０ ０ ７

⑤加速度応答による締め
固め管理技術

０ ０ ０ ０ ０

７

１

２７

②ＴＳ・ＧＰＳによる締固め
管理技術

１４ ２ ３ １４

⑥盛土の捲き出し厚さ管
理技術

０ ０ ０ ０

計 ３６ ４２ ５ ５２

ＴＳ：Total Station（トータルステーション） ＧＰＳ：Global Positioning System （全地球測位システム）注１）工事件数については現時点での計画であり、今後発注状況によって変わる可能性がある。
注２）各技術の導入件数合計は、１工事で複数の技術を導入する場合があるため、工事件数と一致しない。

３


